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 要  旨 
近年， Blogや SNS(Social Networking Services)などのWeb上のコミュニケーションメディ
アが急速に普及した． Web や携帯電話から簡単に利用できるため多くの人々が参加し，ユーザ
同士でのコミュニケーションが活性化してきた．一方，親密な関係性や投稿の気軽さにより個人
の発信する情報量が増えた．そのためプライバシーなどの要注意情報の漏洩や誹謗中傷などの不
適切な表現が問題となっている．そこで我々は,コミュニケーションを阻害しないで情報漏洩を防
ぐため, 単語単位での制御を行う自然言語情報の開示制御 DCNL(Disclosure Control of Natural 
Language information)を提案し研究している． 
本論文では，DCNLの実現を目指すための課題を明らかにし，そのうちの要注意情報を検知す
るために必要な知識の準備の手法を提案する．さらにこの手法を実現するために，知識とならな
い固有名詞などの不要な語のフィルタリングを行う手法を検討し，学習の効率化を目指す．また，
共通知識を用いた情報検知手法についても検討する． 
まず，要注意情報を検知するための知識の特徴と性質から，ユーザ固有の知識とユーザ共通の
知識とに分類した．このうちユーザ共通知識の学習をめざし，Web 上の 16 億文をコーパスとし
ている格フレーム検索ツールを用いた知識の学習手法を提案・検討した．実例を用いて格フレー
ム検索により新たな共通知識の学習が可能なことを示した．さらに，検索結果に多くの不要な語
句が含まれることも見出した． 
そこで，格フレーム検索の検索結果から不要な語句を排除するために抽出頻度と，積集合を用
いた二つのフィルタリング手法を提案した．抽出頻度が 100以下ならば新たな共通知識である可
能性が低いことが分かった．また,格フレーム検索結果の積集合を見ると,類似性の高い語句同士で
の積集合では多くの語句が重なることが分かった．たとえば，類似度の高い 3語に対する格フレ
ーム検索結果を見ると，3 重部分に累計抽出頻度の約 8 割の語句が含まれていた．一方，残りの
２割の語句を見ると，共通知識とはならない固有名詞や複合語などが多かった．これらにより，
固有名詞などの不要な語句を排除できることや，新しく共通知識になる可能性が高い語句を示せ
ることが分かった． 
また，これらの共通知識と格フレーム検索を利用し，日記文章から要注意情報を示す語句を検
知する手法を提案した．これにより，知識の準備が不十分でも，格フレーム検索を利用すること
で新たな知識となりうる語句を学習しながら検知することを可能とした． 
 
